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A．研究目的 
 血液製剤由来の HIV/HCV 重複感染者の
予後は、HAART 導入後に著しい改善を認
めたが、その一方で HCV 肝硬変から肝不
全に至る症例が増加している。このような

症例に対しては、肝移植が唯一の救命手段

であるが、現時点ではその適応については

明らかにされていない。 
本研究では、このような移植適応の判断

が困難である HIV/HCV 重複感染患者の肝
機能や治療経過を解析することで、肝移植

施行の至適時期を探索することを目的とす

る。 
 
B．研究方法 
 大阪医療センターに通院歴のある薬害に

よる HIV/HCV 重複感染症例の治療経過や
肝機能について検討した。 
 
C．研究結果 
 現在までに大阪医療センターで通院歴の

ある症例は 82名であった。そのうち、現在
も通院中の患者は 28 名（30 歳代：14 名、
40歳代：10名、50歳代：4名）で、24名
（86%）はChild-Pugh分類Aであり、Child 
B 1 名（4%）、不明 3 名とそのほとんどの
症例において肝機能は保たれていた。また、

MELD スコアもほとんどの症例が 10 未満
であった。対象となった 82例中、通院中に
死亡した症例は 20例あり、そのうち 11例
（55%）は肝疾患を原因に死亡していた。
現在、門脈圧亢進による食道静脈瘤などで

18 例が治療を要しているが、そのうち 17
例は Child A で肝機能は保たれていた。
Child B であった 1 例については、寛恕な
肝障害の進行があり、脳死肝移植登録を検

討中である。 
 
D．考察 
 本邦での脳死移植はドナー提供者が非常

に少なく、実際には医学的緊急度が 8～10
点の患者が大部分を占めている。HIV/HCV
重複感染患者は比較的肝機能は保たれてい

るため、現行の待機点数評価では脳死肝移

植待機リストに登録しても移植に至らない

ことが予想される。既存の報告によると、

重複感染例は肝線維化の進行が早いとされ、

最適な移植のタイミングを考慮した適応基

準を検討する必要性があるとされる。今後、

少なくとも現在通院中の患者においては、

肝線維化の評価、食道静脈瘤を含めた門脈

圧亢進症の精査を行うことが必要である。 
 
E．結論 

研究要旨 HIV/HCV重複感染患者は、HCV単独感染患者などに比して急速に肝不全へ

と進行するリスクが高いとされる。今回、大阪大学・大阪医療センター・神戸大学の共

同研究者により、大阪医療センターに通院歴のある薬害による HIV/HCV 重複感染患者

について評価し、今後の検討課題を確認した。 



  

 HIV/HCV 重複感染患者の肝線維化の進
行は早いことから、通常の HCV 肝硬変よ
りも移植適応の判断が困難であるが、通院

施設と肝移植実施施設との円滑な診療連携

を目指すとともに、脳死および生体肝移植

の至適施行時期の検討が今後も重要な課題

である。 
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